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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下を含む、組成物：
　ａ．一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）のグリセロールアルキルエーテル：
【化１】

［一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）において、Ｒは、Ｃ３－Ｃ１８アルキルもしくはアル
ケニル基であり、当該アルキルもしくはアルケニル基は、分岐もしくは非分岐であり、非
置換であるか、または１つ以上のヒドロキシル、１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基、も
しくは１つ以上のヒドロキシルおよび１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基の両方で置換さ
れ、かつ、当該Ｃ３－Ｃ１８アルキル基は、分岐もしくは非分岐であっても、非置換であ
ってももしくは置換されていても、４個までの酸素原子で任意に中断され、または、Ｒは
、非置換の、または１つ以上のヒドロキシル、１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基もしく
は１つ以上のヒドロキシルおよび１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基の両方で置換された
Ｃ６－Ｃ１０芳香族炭化水素である］；および
　ｂ．ナリンゲニンおよびエリオジクチオールから選択される、１つ以上の化合物；
　ここで、一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）の前記グリセロールアルキルエーテルは、前
記組成物の重量に基づいて、０．０５～５重量％の範囲の濃度で存在し、ナリンゲニンお
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よびエリオジクチオールから選択される、前記１つ以上の化合物は、一般式（Ｉａ）もし
くは（Ｉｂ）の前記グリセロールアルキルエーテルの重量に基づいて、５０～５００００
ｐｐｍの範囲の濃度で存在する。
【請求項２】
　一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）において、Ｒが、分岐もしくは非分岐Ｃ４－Ｃ１２ア
ルキル基である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）において、Ｒが、２－エチルヘキシルである、請求項
１に記載の組成物。
【請求項４】
　一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）において、Ｒが、ｎ－オクチルである、請求項１に記
載の組成物。
【請求項５】
　一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）において、Ｒが、２－オクチルである、請求項１に記
載の組成物。
【請求項６】
　一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）において、Ｒが、分岐もしくは非分岐Ｃ４－Ｃ１２ア
ルキル基であり、かつ、ナリンゲニンおよびエリオジクチオールから選択される１つ以上
の化合物が、ナリンゲニンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　Ｒが、２－エチルヘキシルであるか、もしくは、Ｒが、ｎ－オクチルであるか、もしく
は、Ｒが、２－オクチルであるかのいずれかであり、かつ、ナリンゲニンおよびエリオジ
クチオールから選択される１つ以上の化合物が、ナリンゲニンである、請求項１に記載の
組成物。
【請求項８】
　ナリンゲニンおよびエリオジクチオールから選択される１つ以上の化合物が添加される
前に、一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）の化合物が、少なくとも９５％の純度で組成物に
提供される、請求項１～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の組成物を含む化粧料もしくは医薬組成物。
【請求項１０】
　化粧料もしくは医薬組成物が、一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）の化合物の含有量に基
づいて、０．１～１重量％の一般式（Ｉａ）もしくは（Ｉｂ）の化合物、および５０～５
００００ｐｐｍのナリンゲニンおよびエリオジクチオールから選択される１つ以上の化合
物を含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の組成物を含む化粧料もしくは医薬組成物
。
【請求項１１】
　水、エタノール、プロピレングリコールから選択される１つ以上の添加剤をさらに含む
、請求項１～８のいずれか１項に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願への相互参照
　本願は、米国特許仮出願第６２／４７５，９７７号（２０１７年３月２４日出願）およ
び米国特許仮出願第６２／４３９，９５４号（２０１６年１２月２９日出願）の両方に基
づき、かつ、それらの出願の米国特許法第１１９条による優先権を享受する。それらの出
願のそれぞれは、その全体が参照により本明細書中で援用される。
【０００２】
技術分野
　本発明は、化粧料および医薬製剤に、ならびに工業製品に用いるための、グリセロール
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モノアルキルエーテルを含み、さらに酸化防止剤を含む、組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
背景技術
　グリセロールモノアルキルエーテルは、化粧料および医薬製剤の添加剤として用いられ
る。グリセロールモノアルキルエーテルは、生理学的に相溶性の有機溶剤として用いられ
る。例えば、３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールは、化
粧料および医薬製剤において消臭剤活性成分およびスキンケア添加剤として数年間用いら
れてきた。このような製品では、グリセロールモノアルキルエーテルは、濃縮物の形態で
製品に添加されるか、もしくは純粋なグリセロールモノアルキルエーテルとして添加され
る場合もある。
【０００４】
　製造、保存および使用の間に、グリセロールモノアルキルエーテル、その濃縮物および
希釈溶液（これらは希釈標準溶液と呼ばれ得る）、は、化粧料および医薬製剤などのパー
ソナルケア製品に用いられる際の安定性のための厳密な要件に供される。グリセロールモ
ノアルキルエーテルは天然に存在するので、当該物質の等級の天然のおよび合成で調製さ
れたメンバーは、両方とも、化粧料および医薬製剤などのパーソナルケア製品に使用する
ことが望ましくなっており、化粧料および医薬の製造者および末端利用者に広く受け入れ
られている。グリセロールモノアルキルエーテルが酸化分解に供されることは公知である
ので、そのような分解を阻害するために、製造者から酸化防止剤添加剤が提供され得る。
グリセロールモノアルキルエーテルが適切に保存されない場合、時間の経過とともに、過
酸化物およびホルムアルデヒドの形成を含む不安定性の兆候が観察されるようになる。
【０００５】
　化粧料および医薬製剤中での過酸化物およびホルムアルデヒドの形成は、多くの問題を
引き起こし得る。ホルムアルデヒドは、それ自体が、ヒトもしくは動物に曝露することは
非常に望ましくない。スキンケア製品では、過酸化物の存在が、皮膚病などの皮膚の問題
を引き起こし得る。過酸化物は、そのような処方物中に存在する天然油脂の酸化により、
保存された製品の臭いに変化を起こし得る。過酸化物は、特に、グリセロールモノアルキ
ルエーテルを含む水中油エマルジョンにおいて色の変化をもたらし得る。過酸化物は、化
学的分析、およびいくつかの場合には臭いにより検出され得る低分子量分解生成物の形成
をもたらし得る。グリセロールモノアルキルエーテルを含む組成物中での過酸化物の形成
から生じるこれらの問題は、品質管理、もしくはさらに悪いことには、顧客および末端利
用者による製品の拒絶をもたらし得る。
【０００６】
　米国特許第６，９５６，０６２号（特許文献１）は、グリセロールモノアルキルエーテ
ルと共に使用するための多くの酸化防止剤（ビタミンＥを含む）を開示する。
【０００７】
　特許文献１に開示される酸化防止剤を使用することの欠点は、そのような酸化防止剤は
、天然産物であるので、精製するのが難しい可能性があるということである。ビタミンＥ
の不利な点には、供給源および同一性が必ずしも明らかでないという事実が挙げられ得、
例えば、ビタミンＥの材料が合成であっても天然であっても、不純物（不要な色を含む）
が導入され得る可能性、およびビタミンＥの使用により、ビタミンＥを含む化粧料もしく
は医薬組成物により使用者の身体に曝露された過多のビタミンＥがビタミンＥ過剰症をも
たらし得る可能性が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６，９５６，０６２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　従って、グリセロールモノアルキルエーテルと共に使用するための、特に化粧料および
医薬製剤などのパーソナルケア製品に使用するための、新規でかつ改善された酸化防止剤
が必要とされ続けている。
【００１０】
概要
　本発明者らは、新規な分類の酸化防止剤化合物が、化粧料および医薬などの製品におい
てグリセロールモノアルキルエーテルを使用することにより直面し得る上記問題の発生を
防止するか少なくとも低減することにおいて、特に優れた結果を提供することを発見した
。グリセロールモノアルキルエーテルと共に使用するための新規な分類の酸化防止剤化合
物には、フラバノン由来の化合物、特に、４Ｈ－１－ベンゾピラン－４－オン、２，３－
ジヒドロ－２－フェニル－に基づくかフラボン由来であり、４Ｈ－１－ベンゾピラン－４
－オン－２－フェニル骨格に基づき、基本分子上の種々の位置に幅広い置換基を有する化
合物が挙げられる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　従って、１つの実施態様では、本願発明は、以下を含む、組成物に関する：
　ａ．一般式（Ｉ）のグリセロールアルキルエーテル：
【００１２】
【化１】

［一般式（Ｉ）において、Ｒは、Ｃ３－Ｃ１８アルキル基であり、当該アルキル基は、分
岐もしくは非分岐であり、非置換であるか、または１つ以上のヒドロキシル、１つ以上の
Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基、もしくは１つ以上のヒドロキシルおよび１つ以上のＣ１－Ｃ４

アルコキシ基の両方で置換され、かつ、当該Ｃ３－Ｃ１８アルキル基は、分岐もしくは非
分岐であっても、非置換であってももしくは置換されていても、４個までの酸素原子で任
意に中断される；および
　ｂ．一般式（ＩＩ）から選択される、１つ以上の化合物：
【００１３】
【化２】

［一般式（ＩＩ）において、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれは、水素、ヒドロキシル、アルキル
ヒドロキシル、アルコキシ、アルキルエーテル、アルキルエステルおよびО－グリコシド
から独立して選択され、当該アルキル、当該アルコキシおよび当該アルキルエステルのア
ルキル部分は、独立して、１～４個の炭素原子を含み、分岐もしくは非分岐であり、かつ
、当該アルキルエステルのエステルは、１～５個の炭素原子を含み、分岐もしくは非分岐
であり；当該О－グリコシドは、単糖、二糖もしくは三糖を含み、そのそれぞれにおいて
、糖は、酸素原子を介して環に結合した天然のもしくは修飾された糖部分（すなわち、О
－グリコシド）であり；点線は、任意の炭素－炭素二重結合を示す。いくつかの実施態様
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では、任意の炭素－炭素二重結合が存在する場合、得られる化合物は、フラボンである。
同様に、いくつかの実施態様では、任意の炭素－炭素二重結合が存在せず、かつ、代わり
に炭素－炭素単結合が存在する場合、得られる化合物は、フラバノンである。
【００１４】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、フラボンもしく
はフラバノン化合物である。１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、天然の供
給源（例えば、柑橘系もしくは他の果実、または野菜）から単離されるかもしくはそれか
ら公知のフラボンもしくはフラバノン化合物である。１つの実施態様では、式（ＩＩ）の
化合物が、以下の一般式（ＩＩａ）を有するフラバノンもしくは一般式（ＩＩｂ）を有す
るフラボンであるか、または一般式（ＩＩａ）および一般式（ＩＩｂ）の２つ以上の混合
物である：
【００１５】
【化３】

［式中、Ｒ１、Ｒ５、Ｒ８およびＲ９基は、一般式（ＩＩ）の化合物について上記で定義
したとおりである］。
【００１６】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、フラバノール化
合物である。１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、天然の供給源（例えば、
柑橘系もしくは他の果実、または野菜）から単離されるかもしくはそれから公知のフラバ
ノール化合物である。１つの実施態様では、式（ＩＩ）の化合物が、以下の一般式（ＩＩ
ｃ）を有する：
【００１７】
【化４】

［一般式（ＩＩｃ）のフラバノールにおいて、Ｒ基は、一般式（ＩＩ）の化合物について
上記に記載した定義を有する］。
【００１８】
　一般式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物を含む上記組成物、ならびに化粧料もしくは医薬
製剤に使用するための一般式（Ｉ）の化合物を保存する方法は、一般式（Ｉ）のグリセロ
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ールモノアルキルエーテルを含む安定な製品を提供するための新規でかつ予想外に優れた
方法を提供する。従って、本発明は、そのような汎用の安定な組成物を提供する際の長年
にわたる問題の解決、および特に安定な組成物の長年にわたる要求の解決を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、比較例および本発明の試験サンプルの両方からの過酸化物の形成を比較
した安定性試験の結果を示すグラフである。
【図２】図２は、比較例および本発明の試験サンプルの両方からのホルムアルデヒドの形
成を比較した安定性試験の結果を示すグラフである。
【図３】図３は、本願発明による化合物と共に高温で保存した際の３－［（２－エチルヘ
キシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールの損失を示すグラフである。
【図４】図４は、３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールを
本願発明による化合物と共に高温で保存した際に生じた揮発性分解生成物の増加を示すグ
ラフである。
【図５Ａ】図５Ａは、３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールと本
願発明による一般式（ＩＩ）を有する化合物とのブレンドの安定性試験の結果を示す。図
５Ａは、活性アッセイを示す。
【図５Ｂ】図５Ｂは、３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールと本
願発明による一般式（ＩＩ）を有する化合物とのブレンドの安定性試験の結果を示す。図
５Ｂは、分解生成物を示す。
【図６Ａ】図６Ａは、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）のサンプルを本願発明による一般式（
ＩＩ）を有する化合物と組み合わせたときに得られる結果を示す。図６Ａは、活性アッセ
イを示す。
【図６Ｂ】図６Ｂは、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）のサンプルを本願発明による一般式（
ＩＩ）を有する化合物と組み合わせたときに得られる結果を示す。図６Ｂは、分解生成物
を示す。
【図７】図７は、本願発明による一般式（ＩＩ）を有する化合物を有するおよび有しない
グリセリルエーテルの２つについての最小阻害濃度を示す。
【図８】図８は、本願発明による一般式（ＩＩ）を有する化合物を有するおよび有しない
３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオール（ＳＡＳＫＩＮＥ５
０（商標））についての皮膚刺激試験の結果を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
詳細な説明
　上記概要に開示されるように、本願発明は、一般式（Ｉ）を有するグリセロールモノア
ルキルエーテルと一般式（ＩＩ）を有する酸化防止剤とを組み合わせて含む組成物に関す
る。
【００２１】
　１つの実施態様では、本願発明は、以下を含む、組成物に関する：
　ａ．一般式（Ｉ）のグリセロールアルキルエーテル：
【００２２】
【化５】

［一般式（Ｉ）において、Ｒは、Ｃ３－Ｃ１８アルキル基であり、当該アルキル基は、分
岐もしくは非分岐であり、非置換であるか、もしくは１つ以上のヒドロキシル、１つ以上
のＣ１－Ｃ４アルコキシ基、もしくは１つ以上のヒドロキシルおよび１つ以上のＣ１－Ｃ

４アルコキシ基の両方で置換され、かつ、当該Ｃ３－Ｃ１８アルキル基は、分岐もしくは
非分岐であっても、非置換であってももしくは置換されていても、４個までの酸素原子で
任意に中断される；および
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　ｂ．一般式（ＩＩ）から選択される、１つ以上の化合物：
【００２３】
【化６】

［一般式（ＩＩ）において、Ｒ１～Ｒ１０は、それぞれ、水素、ヒドロキシル、アルキル
ヒドロキシル、アルコキシ、アルキルエーテル、アルキルエステルおよびＯ－グリコシド
から独立して選択され、当該アルキル、当該アルコキシおよび当該アルキルエステルのア
ルキル部分は、独立して、１～４個の炭素原子を含み、分岐もしくは非分岐であり、かつ
、当該アルキルエステルのエステルは、１～５個の炭素原子を含み、分岐もしくは非分岐
であり、当該Ｏ－グリコシドは、単糖、二糖もしくは三糖を含み、そのそれぞれにおいて
、当該糖は、当該環（すなわち、Ｏ－グリコシド）に酸素原子を介して結合した天然のも
しくは修飾された糖部分であり；かつ、点線は、任意の炭素－炭素二重結合を示す。いく
つかの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物は、フラボノイドである。いくつかの実施
態様では、任意の炭素－炭素二重結合が存在する場合、得られるフラボノイドは、フラボ
ンもしくはフラバノールである。同様に、いくつかの実施態様では、任意の炭素－炭素二
重結合が存在せず代わりに炭素－炭素単結合が存在する場合、得られるフラボノイドは、
フラバノンである。
【００２４】
　１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物は、一般式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）もし
くは（ＩＩｃ）を有する化合物の１つ、または２つ以上の混合物を含む：
【００２５】
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【化７】

［一般式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）および（ＩＩｃ）中、各Ｒ１～Ｒ１０は、一般式（ＩＩ
）の化合物について上記で定義したとおりである］。
【００２６】
　本願発明の実施態様における一般式（Ｉ）の化合物は、通常、グリセロールモノアルキ
ルエーテル、すなわち、２－置換グリセロールモノアルキルエーテルおよび３－置換グリ
セロールモノアルキルエーテルの両方に関するが、本願発明は、特に、３－置換グリセロ
ールモノアルキルエーテル化合物に関する。
【００２７】
　一般式（Ｉ）による化合物において、グリセロール部分の２位の炭素原子は非対称炭素
原子であることに注意する。従って、本発明によるグリセロールモノアルキルエーテルは
、ラセミ体混合物（Ｄ，Ｌ）、またはＤ－体もしくはＬ－体のエナンチオマーが豊富な混
合物の形態、または純粋なＤ－エナンチオマーもしくは純粋なＬ－エナンチオマーの形態
として存在し得る。本明細書で使用されるように、一方のもしくは他方のエナンチオマー
に特に指向しない限り、Ｄ－もしくはＬ－エナンチオマーに違いはない。
【００２８】
　１つの実施態様では、グリセロールモノアルキルエーテル中のアルキル基が、分岐もし
くは非分岐であり得るＣ３－Ｃ１２炭化水素基である。１つの実施態様では、グリセロー
ルモノアルキルエーテル基中のアルキルが、分岐もしくは非分岐のＣ４－Ｃ１２炭化水素
基である。１つの実施態様では、グリセロールモノアルキルエーテル中のアルキル基が、
分岐もしくは非分岐のＣ６－Ｃ１０炭化水素基である。１つの実施態様では、グリセロー
ルモノアルキルエーテル中のアルキル基が、分岐もしくは非分岐のＣ８炭化水素基である
。１つの実施態様では、Ｃ８炭化水素基が、ｎ－オクチルであり；１つの実施態様では、
Ｃ８炭化水素基が、２－オクチル；および１つの実施態様では、Ｃ８炭化水素基が、２－
エチルヘキシルである。
【００２９】
　１つの実施態様では、グリセロールモノアルキルエーテル中のアルキル鎖が、分岐であ
るか非分岐であるかにかかわらず、４個までの酸素原子で中断されている。従って、グリ
セロールモノアルキルエーテルのアルキル基Ｒにおける当該アルキル鎖は、例えば、エチ
レンオキシ基および／もしくはプロピレンオキシ基などのアルキレンオキシ基を含むこと
ができる。本実施態様では、エーテル含有部分は、適宜、エーテル含有部分の長さおよび
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中断している酸素原子の数に応じて、例えば、アルコールもしくはジオールとエチレンオ
キシドおよび／もしくはプロピレンオキシドとの反応により得られ得る。別の実施態様で
は、エーテル含有部分は、アルキルグリシジルエーテルの加水分解により得られ得、当該
アルキル基は、分岐もしくは非分岐であり得る。Ｒ基に適したエーテル含有部分には、例
えば、ＣＨ３ＣＨ２（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎ－（式中、ｎ＝１－５である）、ＣＨ３ＣＨ２

（ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２）ｎ－（式中、ｎ＝１－３である）が挙げられる。
【００３０】
　１つの実施態様では、Ｒアルキル部分が、４～１２個の炭素原子を含み、１つの実施態
様では、Ｒアルキル部分が、６～１０個の炭素原子を含み、そして、１つの実施態様では
、Ｒアルキル部分が、８炭素原子を含む。１つの実施態様では、８炭素原子のアルキル基
が、２－エチルヘキシル基であり、そして、別の実施態様では、８炭素原子のアルキル基
が、ｎ－オクチルである。１つの実施態様では、グリセロールモノアルキルエーテルが、
３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールであり、これはセイ
ケム社（ＳＡＣＨＥＭ，Ｉｎｃ．、テキサス州オースティン）により商品名ＳＡＳＫＩＮ
Ｅ５０（商標）で市販されている。
【００３１】
　１つの実施態様では、分岐もしくは非分岐アルキル基が、当該アルキル基の長さに沿っ
たヒドロキシルもしくはアルコキシル置換基を有する。置換基がアルコキシである場合、
当該アルコキシ基のアルキル部分は、Ｃ１－Ｃ４アルキル部分である。置換基がアルコキ
シである場合、そのような置換基のそれぞれは、独立して、－ＯＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＨ

３、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、－ＯＣＨ（ＣＨ３）２、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、
－ＯＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ３もしくは－ＯＣ（ＣＨ３

）３であり得る。複数のアルコキシ基が存在し得る。
【００３２】
　１つの実施態様では、分岐もしくは非分岐アルキル基が、アルキルヒドロキシル置換を
含み、当該アルキルヒドロキシルが、Ｃ１－Ｃ４アルキル部分を含む。置換がアルキルヒ
ドロキシルである場合、そのような置換基のそれぞれは、独立して、－ＣＨ２ＯＨ、－Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｃ
Ｈ２ＯＨもしくは－ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）２ＯＨであり得る。複数のアルキルヒドロキシル
基が存在し得る。
【００３３】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは
非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基である。１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒ
が、分岐もしくは非分岐Ｃ６－Ｃ１０アルキル基である。１つの実施態様では、一般式（
Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは非分岐Ｃ８アルキル基である。
【００３４】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、２－エチルヘ
キシルである。
【００３５】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、ｎ－オクチル
である。
【００３６】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、２－オクチル
である。
【００３７】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、フラボンもしく
はフラバノン化合物である。１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、柑橘系果
実から単離されたもしくは公知であるフラボンもしくはフラバノン化合物である。１つの
実施態様では、式（ＩＩ）の化合物が、以下の一般式（ＩＩａ）のフラバノンもしくは一
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般式（ＩＩｂ）のフラボン：
【００３８】
【化８】

または２つ以上の一般式（ＩＩａ）および一般式（ＩＩｂ）の化合物の混合物である。
【００３９】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩａ）の化合物は、以下のフラバ
ノンのうちの１つを含む［上記一般式（ＩＩ）において、２，３炭素－炭素二重結合は存
在せず、かつ、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０＝Ｈである］：
【００４０】
【表１】

【００４１】
　上記一般式（ＩＩａ）による化合物において、ピラン環中、フェニル環に結合している
炭素原子は非対称であり、かつ、Ｒ５に結合している炭素原子は、Ｒ５＝ＯＨの場合に非
対称である点に注意する。例えば、タキシフォリンおよびエピカテキンはジアステレオマ
ーであるが、この理由は、それぞれがＲ５にＯＨ基を有するが、タキシフォリンではＲ５

のＯＨ基がフェニル基に対してトランスである一方、エピカテキンではＲ５のＯＨ基がフ
ェニル基に対してシスであるからである。このことはアロマデンドリンおよびアロマデド
リンでもそれぞれ同様であり、これらもまたジアステレオマーである。
【００４２】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩｂ）の化合物が、以下のフラボ
ンのうちの１つである［上記一般式（ＩＩ）において、２，３炭素－炭素二重結合が存在
し、かつ、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０＝Ｈである］：
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【表２】

【００４３】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）を有する化合物が、ヘスペレ
チン、ナリンゲニン、タキシフォリン、エピカテキン、イソクラネチン、エリオジクチオ
ール、アロマデンドリン、アロマデドリン、アカセチン、イソクテラレイン、ルテオリン
、ケンフェロール、ケルセチン、アピゲニン、ジオスメチン、クリソエリオール、クリシ
ンおよびガランギンから選択される１つの化合物もしくは２つ以上の化合物の混合物であ
る。本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）を有する化合物が、ヘスペ
レチン、ナリンゲニン、タキシフォリン、エピカテキン、イソクラネチン、エリオジクチ
オール、アロマデンドリン、アロマデドリン、アカセチン、イソクテラレイン、ルテオリ
ン、ケンフェロール、ケルセチン、アピゲニン、ジオスメチン、クリソエリオール、クリ
シンおよびガランギンから本質的になる群から選択される１つの化合物もしくは２つ以上
の化合物の混合物である。ここで、「から本質的になる」とは、他のフラボノイドが組成
物中に存在しないであろうことを意味する。本願発明の組成物の１つの実施態様では、一
般式（ＩＩ）を有する化合物が、ヘスペレチン、ナリンゲニン、タキシフォリン、エピカ
テキン、イソクラネチン、エリオジクチオール、アロマデンドリン、アロマデドリン、ア
カセチン、イソクテラレイン、ルテオリン、ケンフェロール、ケルセチン、アピゲニン、
ジオスメチン、クリソエリオール、クリシンおよびガランギンからなる群から選択される
１つの化合物もしくは２つ以上の化合物の混合物である。
【００４４】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、フラバノール化
合物である。１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）の化合物が、天然の供給源、例えば、
柑橘系もしくは他の果実もしくは野菜から単離されたまたはそれらから公知のフラバノー
ル化合物である。１つの実施態様では、式（ＩＩ）の化合物が、以下の一般式（ＩＩｃ）
を有する：
【００４５】
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【化９】

［一般式（ＩＩｃ）のフラバノールにおいて、Ｒ基は、一般式（ＩＩ）の化合物について
上記した定義を有する。本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩｃ）の化
合物が、以下のフラバノールのうちの１つである［上記一般式（ＩＩ）において、２，３
炭素－炭素二重結合は存在せず、かつ、Ｒ５＝ＯＨ、Ｒ６＝Ｈであり、かつ、他のＲ基は
、以下に示すとおりである：
【００４６】

【表３】

【００４７】
　１つの実施態様では、一般式（ＩＩｃ）における１つ以上のＲ基が、フラバノールから
グリコシドを形成する糖部分である。フラバノールグリコシドの例には、以下のものが挙
げられる：
【００４８】
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【表４】

【００４９】
　一般式（ＩＩａ）による上記に示す化合物において、Ｒ５＝ＯＨである場合、得られる
化合物がフラバノールであることに注意する。フラバノンもしくはフラバノールとしての
上記分類は、単に参照を容易にするためのものであり、上記一般式（ＩＩ）の定義の範囲
内の他の化合物に限定するもしくは当該化合物を除外することを意図するものではない。
【００５０】
　一般式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）および（ＩＩｃ）の多くの化合物の多くは、果実および
野菜の両方を含む種々の天然の供給源から得ることができる。そのような供給源の１つは
、柑橘系であり、例えば、オレンジの皮もしくはグレープフルーツの皮、または果実それ
自身である。柑橘系は通常、および柑橘系果実および皮は特に、多くの健康に良い利益を
提供することが周知である。一般式（ＩＩ）による化合物のさらなる天然の供給源には、
以下の例が挙げられるが、これらに限定されない：紅茶、ビール、リンゴ、バナナ、ブル
ーベリー、モモ、ナシ、イチゴ、オレンジ、グレープフルーツ、レモン、トマト、ミカン
、タンジェロ、パセリ、ペッパー、セロリ、スイカ、レタス、サクランボ、キャベツ、ク
ランベリー、プラム、ラズベリー、黒豆およびタマネギ。そのような供給源から得られる
一般式（ＩＩ）による化合物は、化粧料もしくは医薬製品に配合することができる天然産
物である。般式（ＩＩ）の範囲内にある同様の合成的におよび化学的に修飾された化合物
もまた、本願発明の範囲内にある。
【００５１】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化
合物において、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれが、水素、ヒドロキシル、アルキルヒドロキシル
およびアルコキシから独立して選択される。
【００５２】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは
非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基であり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の
化合物において、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれが、水素、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４アルキル
ヒドロキシルおよびＣ１－Ｃ４アルコキシから独立して選択される。
【００５３】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化
合物において、Ｒ基の１つ以上が、Ｏ－グリコシドである；いくつかの実施態様では、Ｏ
－グリコシドが、一般式（ＩＩａ）もしくは（ＩＩｂ）の化合物におけるＲ２でＯＨ基を
置換する。１つの実施態様では、グリコシドが、ルチノースであり、また、別の実施態様
では、グリコシドが、ネオヘスペリドースである。別の実施態様では、グリコシドが、ラ
ムノースである。別の実施態様では、グリコシドが、グルコースである。別の実施態様で
は、グリコシドが、キシロースである。
【００５４】
　１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがルチノースである場合、フラバノンがエリオシ
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される場合に得られる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがルチノースである場合、
フラバノンがナリルチンであり、これはアピゲニンのＲ２ヒドロキシル基がＯ－ルチノー
スで置換される場合に得られる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがルチノースであ
る場合、フラバノンがヘスペリデンであり、これはヘスペリチンのＲ２ヒドロキシル基が
Ｏ－ルチノースで置換される場合に得られる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがル
チノースである場合、フラバノンがネオポンチリンであり、これはイソサクラネチンのＲ
２ヒドロキシル基がＯ－ルチノースで置換される場合に得られる。
【００５５】
　１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがネオヘスペリドースである場合、フラバノンが
ネオエリオシトリンであり、これはエリオジクチオールのＲ２ヒドロキシル基がＯ－ネオ
ヘスペリドースで置換される場合に得られる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがネ
オヘスペリドースである場合、フラバノンがナリンギンであり、これはアピゲニンのＲ２

ヒドロキシル基がＯ－ネオヘスペリドースで置換される場合に得られる。１つの実施態様
では、Ｏ－グリコシドがネオヘスペリドースである場合、フラバノンがネオヘスペリデン
であり、これは、ヘスペリチンのＲ２ヒドロキシル基がＯ－ネオヘスペリドースで置換さ
れる場合に得られる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがネオヘスペリドースである
場合、フラバノンがポンチリンであり、これは、イソサクラネチンのＲ２ヒドロキシル基
がＯ－ネオヘスペリドースで置換される場合に得られる。
【００５６】
　１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがルチノースである場合、フラボンがルチンであ
り、これは、ケルセチンのＲ２ヒドロキシル基がＯ－ルチノースで置換される場合に得ら
れる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがルチノースである場合、フラボンがイソロ
イフォリンであり、これは、アピゲニンのＲ２ヒドロキシル基がＯ－ルチノースで置換さ
れる場合に得られる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがルチノースである場合、フ
ラボンがデオスミンであり、これは、ジオスメチンのＲ２ヒドロキシル基がＯ－ルチノー
スで置換される場合に得られる。
【００５７】
　１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがネオヘスペリドースである場合、フラボンがロ
イフォリンであり、これは、アピゲニンのＲ２ヒドロキシル基がＯ－ネオヘスペリドース
で置換される場合に得られる。１つの実施態様では、Ｏ－グリコシドがネオヘスペリドー
スである場合、フラボンがネオデオスミンであり、これは、ジオスメチンのＲ２ヒドロキ
シル基がＯ－ネオヘスペリドースで置換される場合に得られる。
【００５８】
　１つの実施態様では、上記グリコシドのフラバノンおよびフラボンは、独立して、柑橘
系から公知であるか、得られるか、もしくは公知であってかつ得られる。１つの実施態様
では、上記グリコシドのフラバノンおよびフラボンは、独立して、以下のものから公知で
あるか、得られるか、もしくは公知であってかつ得られる：紅茶、ビール、リンゴ、バナ
ナ、ブルーベリー、モモ、ナシ、イチゴ、オレンジ、グレープフルーツ、レモン、トマト
、ミカン、タンジェロ、パセリ、ペッパー、セロリ、スイカ、レタス、サクランボ、キャ
ベツ、クランベリー、プラム、ラズベリー、黒豆およびタマネギ。
【００５９】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化
合物において、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０が、Ｈであり、Ｒ２およびＲ４が、
ＯＨであり、Ｒ５およびＲ９が、ＨもしくはＯＨであり、かつ、Ｒ８が、ＯＨもしくはＣ

１－Ｃ４アルコキシである。従って、例えば、そして本実施態様の特定の１つによれば、
一般式（ＩＩ）から選択される化合物は、以下の構造（ＩＩｅ）、（ＩＩｆ）、（ＩＩｇ
）もしくは（ＩＩｈ）のうちの１つを有する：
【００６０】
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【化１０】

【００６１】
　一般式（ＩＩ）と同様に、（ＩＩｅ－ＩＩｈ）においても、ピラン環中の二重結合は任
意である。
【００６２】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化
合物は、ここに示すナリンゲニン、ケルセチン、ヘスペレチンおよびエリオジクチオール
のうちの１つもしくは２つ以上の組み合わせである：
【００６３】
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【化１１】

【００６４】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）　から選択される化合物におい
て、Ｒが、２－エチルヘキシルであるか、もしくはＲが、ｎ－オクチルであり、かつ、一
般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物が、上記に示すナリンゲニン、ケルセチン
、ヘスペレチンおよびエリオジクチオールのうちの１つもしくは２つ以上の組み合わせで
ある。
【００６５】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、Ｒが、２－エチルヘキシルであるか、もしく
は、Ｒが、ｎ－オクチルであり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物
が、ヘスペレチン、ナリンゲニン、タキシフォリン、エピカテキン、イソクラネチン、エ
リオジクチオール、アロマデンドリン、アロマデドリン、アカセチン、イソクテラレイン
、ルテオリン、ケンフェロール、ケルセチン、アピゲニン、ジオスメチン、クリソエリオ
ール、クリシンおよびガランギンのうちの１つもしくは２つ以上の組み合わせである。
【００６６】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）を有する化合物が、ポリメト
キシレート化フラボン、すなわち、一般式（ＩＩｂ）を有するポリメトキシレート化化合
物である。１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）を有する化合物が、上記で定義したよう
に、Ｒ２、Ｒ３およびＲ８のそれぞれにメトキシ基を含み、Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０にＨ
原子を含み、かつ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５およびＲ９の１つ以上にさらなるメトキシ基を含ん
で、以下の化合物を形成する：
【００６７】
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【表５】

【００６８】
　他の公知のポリメトキシレート化フラボンには、テトラ－Ｏ－メチルスクテラレイン、
テトラ－Ｏ－メチルイソスクテラレイン、ヘキサ－Ｏ－メチルケルセタゲチン、ヘキサ－
Ｏ－メチルゴッシペチンおよび５－ヒドロキシ－３，７，８，３’，４’－ペンタメトキ
シフラボンが挙げられる。
【００６９】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）から選択される化合物において
、Ｒが、２－エチルヘキシルであるか、もしくは、Ｒが、ｎ－オクチルであり、かつ、一
般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物が、上記に示すナリンゲニン、ケルセチン
、ヘスペレチンおよびエリオジクチオールのうちの１つもしくは２つ以上の組み合わせで
ある。
【００７０】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒは、分岐もしくは
非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基および一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物に
おいて、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０が、Ｈであり、Ｒ２およびＲ４が、ＯＨで
あり、Ｒ５およびＲ９が、ＨもしくはＯＨであり、かつ、Ｒ８が、ＯＨもしくはＣ１－Ｃ

４アルコキシである。
【００７１】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは
非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基であり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の
化合物において、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれが、水素、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４アルキル
ヒドロキシルおよびＣ１－Ｃ４アルコキシから独立して選択される。
【００７２】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは
非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基であり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の
化合物において、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０が、Ｈであり、Ｒ２およびＲ４が
、ＯＨであり、Ｒ５およびＲ９が、ＨもしくはＯＨであり、かつ、Ｒ８が、ＯＨもしくは
Ｃ１－Ｃ４アルコキシである。
【００７３】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、２－エチルヘ
キシルであるか、もしくは、Ｒが、ｎ－オクチルであり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択
される１つ以上の化合物において、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれが、水素、ヒドロキシル、Ｃ

１－Ｃ４アルキルヒドロキシルおよびＣ１－Ｃ４アルコキシから独立して選択される。
【００７４】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）において、Ｒが、２－エチルヘ
キシルであるか、もしくは、Ｒが、ｎ－オクチルであり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択
される１つ以上の化合物において、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０が、Ｈであり、
Ｒ２およびＲ４が、ＯＨであり、Ｒ５およびＲ９が、ＨもしくはＯＨであり、かつ、Ｒ８

が、ＯＨもしくはＣ１－Ｃ４アルコキシである。
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【００７５】
　本願発明の選択された実施態様による特定の組み合わせには、以下のものが挙げられる
が、これらに限定されない：
３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびナリンゲニン
；
３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールケルセチン；
３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびヘスペレチン
；
３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびエリオジクチ
オール；
３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびナリンゲニン；
３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールケルセチン；
３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびヘスペレチン；
３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびエリオジクチオール
；
３－［（２－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびナリンゲニン；
３－［（２－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールケルセチン；
３－［（２－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびヘスペレチン；
３－［（２－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよびエリオジクチオール
。
【００７６】
　１つの実施態様では、一般式（ＩＩ）を有する化合物は、以下のうちの１つ以上から選
択される：アカセチン、アムレンシン、アピゲニン、アピゲトリン、アザレイン、アザレ
アチン、バイカレイン、ブチン、クリシン、クリソエリオール、ジオスミン、ジオスメチ
ン、エリオシトリン、エリオジクチオール、ユーパフォリン、ユーパチリン、フィセチン
、フラボキサート、ガランギン、ゲンクワニン、ゴッシペチン、ヘスペレチン、ヒスピズ
リン、ホモエリオジクチオール、ヒペロシド、イカリイン、イソサクラネチン、イソケル
シチン、イソラムネチン、ケンペリド、ケンペリトリン、ケンフェロール、ルテオリン、
リクビルチン（Ｌｉｋｖｉｒｔｉｎ）、リクイリチン、リクイリチゲニン、モリン、ミリ
セチン、ミリシトリン、ナリンゲニン、ナリンギン、ナツダイダイン、ネオヘスペリジン
、ノビレチン、パキポドール、ピノセムブリン、ポンチリン、ケルセチン、ケルシトリン
、ラムネチン、ラムナジン、ロイフォリン、ロビニン、ロビノース、ルチノース、サクラ
ネチン、サクラニン、スクテラレイン、スピレオシド、スピレノシド、ステルビン、タン
ゲレチン、タンゲリチン、テクトクリシン、トロキセルチン、ウォゴニンおよびキサント
ラムニン。
【００７７】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、組成物が、グリセロールモノアルキルエーテ
ルの含有量（重量）に基づいて、約５０ｐｐｍ～約５００００ｐｐｍ（当量～０．００５
重量％～５重量％）の一般式（ＩＩ）の化合物を含む。従って、実質的に純粋な他のグリ
セロールモノアルキルエーテルを含む濃縮物に本実施態様を例として用いる場合、約５０
ｐｐｍ～約５００００ｐｐｍの一般式（ＩＩ）の酸化防止剤が添加されるであろう。１つ
の実施態様では、組成物が、グリセロールモノアルキルエーテルの含有量に基づいて、約
１００ｐｐｍ～約１００００ｐｐｍの一般式（ＩＩ）の化合物を含む。１つの実施態様で
は、組成物が、グリセロールモノアルキルエーテルの含有量に基づいて、約２００ｐｐｍ
～約５０００ｐｐｍの一般式（ＩＩ）の化合物を含む。１つの実施態様では、組成物が、
グリセロールモノアルキルエーテルの含有量に基づいて、約５００ｐｐｍ～約１０００ｐ
ｐｍの一般式（ＩＩ）の化合物を含む。１つの実施態様では、組成物が、グリセロールモ
ノアルキルエーテルの含有量に基づいて、約３００ｐｐｍ～約９００ｐｐｍの一般式（Ｉ
Ｉ）の化合物を含む。
【００７８】
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　本願発明の実施態様による組成物を化粧料もしくは医薬製剤に使用する場合、当該組成
物が添加され、かつ、一般式（Ｉ）の化合物と一般式（ＩＩ）の化合物との間で、上記比
率が維持されるであろう。必要に応じて、追加量の一般式（ＩＩ）の化合物を、化粧料も
しくは医薬組成物のさらなる酸化防止剤として、化粧料もしくは医薬製剤に添加すること
が望ましくあり得る。
【００７９】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、組成物が、組成物の総重量に基づいて、０．
０１重量％～５重量％の一般式（ＩＩ）の化合物を含む濃縮物であって、濃縮物の残りが
、１つ以上の一般式（Ｉ）の化合物である。１つの実施態様では、濃縮物はまた他の成分
を含み得、かつ、濃縮物は、濃縮物中に存在する一般式（Ｉ）の化合物の総重量に基づい
て、０．０１重量％～５重量％の一般式（ＩＩ）の化合物をなお含むであろう。
【００８０】
　本願発明の組成物の１つの実施態様では、一般式（Ｉ）の化合物が、一般式（ＩＩ）の
化合物を添加する前に、少なくとも９９．９９％の純度で組成物に提供される。１つの実
施態様では、一般式（Ｉ）の化合物が、一般式（ＩＩ）の化合物を添加する前に、少なく
とも９９％の純度で組成物に提供される。１つの実施態様では、一般式（Ｉ）の化合物が
、一般式（ＩＩ）の化合物を添加する前に、少なくとも９８％の純度で組成物に提供され
る。１つの実施態様では、一般式（Ｉ）の化合物が、一般式（ＩＩ）の化合物を添加する
前に、少なくとも９４％の純度で組成物に提供される。一般式（Ｉ）の化合物の純度のこ
れらのレベルは、生成物が、本願発明の組成物を用いて作製した化粧料もしくは医薬組成
物を使用する人の皮膚を通って吸収されるかもしれないいずれかの不純物をほとんど含ま
ないことを確実にする。
【００８１】
　１つの実施態様では、本発明による組成物は、希釈標準溶液の形態で提供することがで
きる。希釈標準溶液は、本明細書中で定義される一般式（Ｉ）による１つ以上の化合物お
よび一般式（ＩＩ）による１つ以上の化合物の両方を含む組成物を１０重量％～約６０重
量％含み得る。そのような希釈標準溶液を得るため、本発明による成分（ａ）および（ｂ
）を含む濃縮物は、適量の添加剤（例えば、水、アルコール（単数もしくは複数）もしく
はポリオール（単数もしくは複数）、または水、アルコール（単数もしくは複数）および
／もしくはポリオール（単数もしくは複数）の混合物など）に溶解、すなわち、希釈する
ことができる。そのような希釈標準溶液では、希釈標準溶液が希釈により濃縮物から調製
される点に変更がない場合、一般式（Ｉ）による１つ以上の化合物および一般式（ＩＩ）
による１つ以上の化合物の相対量は、本発明による濃縮物について上記で開示されたとお
りであると考えられる。上記したように、追加量の一般式（ＩＩ）による１つ以上の化合
物が任意に追加され得る。
【００８２】
　本発明の実施態様による組成物は、例えば、グリセロールモノアルキルエーテルの使用
から公知であるように、濃縮物の形態で、もしくは希釈標準溶液として、化粧料および／
もしくは医薬製剤に添加することができる。他の実施態様では、本発明の実施態様による
組成物は、グリセロールモノアルキルエーテルと共に提供することが意図され、かつ、過
酸化物が望ましくない技術的製品（例えば、染料もしくは香料を含む化合物を含むか、ま
たは不飽和であるかもしくは酸化に敏感な製剤）に使用され得る。このような製剤もしく
は技術的製品には、例えば、消臭剤、スキンケア製品、サンスクリーン、ベビー用製品、
化粧料、アフターシェーブ、消毒剤、殺菌剤、洗浄用ローション、ヘアトリートメント組
成物が挙げられる。
【００８３】
　いくつかの実施態様では、本発明による組成物は、濃縮物として添加される場合でも希
釈標準溶液として添加される場合でも、対応する化粧料、医薬もしくは工業的製剤が、本
明細書中で定義した一般式（Ｉ）のグリセロールモノアルキルエーテルを、約０．０５～
約５重量％含むように、または別の実施態様では、約０．１～約１重量％含むように、ま
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たは別の実施態様では、約０．２～約０．６重量％含むように、または他の実施態様では
、０．３重量％もしくは０．５％含むように、上記した例のような製剤に使用される。式
（Ｉ）の化合物の純度が増加する（例えば、純度９４％から純度９８％まで）につれて、
留出の前に、幾分より高いレベルの一般式（ＩＩ）による酸化防止剤化合物が必要とされ
得ることに注意する。この理由は、純度がより高い一般式（Ｉ）による化合物は、より高
い安定化を必要としているように思われるからである。
【００８４】
　上記に例示した製品は、本願発明の組成物を、製品の他の成分と単純に混合することに
より調製され得る。
【実施例】
【００８５】
（実施例１）
　本願発明の酸化防止能を示すため、３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－
プロパンジオール、本願明細書中で定義する一般式（Ｉ）の化合物（セイケム社（ＳＡＣ
ＨＥＭ，Ｉｎｃ．）（テキサス州オースティン）により商品名ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標
）で市販されている）のナリンゲニン（本願明細書中で定義する一般式（ＩＩ）の化合物
の１つである）との混合物を調製する。このように調製された組成物を、安定性試験に供
する。この試験では、ホルムアルデヒドおよび過酸化物の形成が安定性の指標として定義
され、ホルムアルデヒドおよび／もしくは過酸化物の量が多いほど、混合物の安定性がよ
り低いことが示されると考えられる。第一の比較例として、本願明細書中で定義する一般
式（Ｉ）の化合物である３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオ
ールのサンプルを、酸化防止剤を添加せずに試験する。第二の比較例として、本願明細書
中で定義する一般式（Ｉ）の化合物である市販の３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］
－１，２－プロパンジオールのサンプルであるが、米国特許第６，９５６，０６２号に開
示および特許請求される酸化防止剤である合成α－トコフェロールで安定化されたサンプ
ルを試験する。このサンプルは、シュルケ社（Ｓｈｕｌｋｅ　ＧｍｂＨ）から市販されて
いる。全てのサンプルについての試験は、０、２、４、６、８、１０および１２ヶ月の期
間にわたって室温（ＲＴ）で保存されたときの試験サンプルのホルムアルデヒドおよび過
酸化物の含有量を決定する。０ヶ月のサンプルは、新たに調製した組成物である。
【００８６】
　以下の表は、混合物の成分を示し、図１および２中のグラフは、ホルムアルデヒドおよ
び過酸化物の形成のそれぞれについての試験の結果を示す。
【００８７】
【表６】
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【００８８】
　図１および２から明らかなように、本願発明によるナリンゲニン含有ＥＨＯＰＤは、酸
化防止剤なし、および先行技術の合成α－トコフェロール酸化防止剤の両方と比較して、
優れた酸化防止性能を提供する。本出願人は、ナリンゲニンは、本出願で開示されかつ特
許請求されるフラボノイドの全クラスの代表であると考える。
【００８９】
（実施例２）
　さらなる一連の実施例は、本願明細書中で定義した一般式（Ｉ）の化合物であり、セイ
ケム社（ＳＡＣＨＥＭ，Ｉｎｃ．、テキサス州オースティン）からＳＡＳＫＩＮＥ５０（
商標）の商品名で市販されている３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロ
パンジオールについて、酸化防止剤活性を提供する際の本願発明の有効性をさらに示す。
本実施例では、セイケム社のＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）は、本願発明の範囲内のグリセ
ロールアルキルエーテルの安定性試験の基準として用いられる。本願発明に従って予め決
定した、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）および多くの酸化防止化合物を含むブレンドを調製
するが、各ブレンドは、７２５ｐｐｍの酸化防止剤化合物を、９９．６％の純粋なＳＡＳ
ＫＩＮＥ５０（商標）（３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオ
ール）中に含む。安定性試験の前に、ブレンドを、ガスクロマトグラフィ（ＧＣ）により
分析する。分析結果に従って、サンプリングの間の試験条件を妨げないように、ブレンド
を大気圧下および不活性ガス下で個別のサンプルボトルに入れる。試験条件は、５０℃お
よび１ヶ月である。当該１ヶ月間、調製したサンプルを、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）（
３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオール）アッセイ（化合物
の減少）および揮発性副生成物の形成について、２週間の間隔でガスクロマトグラフィに
より再分析する。これらの試験条件は、室温で約１年の保存可能期間を想定すると考えら
れる。
【００９０】
　ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）（３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロ
パンジオール）および揮発性の分解生成物の両方を、ＧＣにより分析する。測定される分
解生成物は、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）（３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１
，２－プロパンジオール）の前に流出するものである。ＧＣ分析のために、サンプルを、
１０％の濃度でイソプロピルアルコールに溶解させる。以下のＧＣ条件を使用する：
　　カラム：
　　　　　材料：溶融シリカＷＣＯＴ
　　　　　長さ：３０ｍ
　　　　　内径：０．３２ｍｍ
　　　　　固定相：ＤＢ１７０１
　　　　　フィルム厚み：１μｍ
　　ガス制御：　　キャリアガス：水素
　　　　　　　　　補給ガス：ヘリウム
　　温度：　　　　検出器：３００℃
　　　　　　　　　注入器：２７５℃
　　　　　　　　　開始温度：１１５℃
　　　　　　　　　ウォームアップ速度１：８℃／分
　　　　　　　　　終了温度：２１０℃
　　　　　　　　　ウォームアップ速度２：１５℃／分
　　　　　　　　　終了温度：２７５℃
　　検出：タイプ検出器：ＦＩＤ
【００９１】
　図３は、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）（３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，
２－プロパンジオール）を本願発明による以下の化合物と共に５０℃の高温で保存した際
の損失を示すグラフである：ナリンゲニン、ナリンギン、ヘスペリチン、エリオジクチオ
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ール、ケルセチン、ジオスメチン、ラムネチン、ノリン水和物およびナリンギン水和物。
図３中のグラフに示すように、酸化防止剤がＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）（３－［（２－
エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオール）と共に含まれない場合、試験期
間の間に有意な損失が示されるが、本願発明による酸化防止剤化合物が添加される場合、
２つを除く全ての酸化防止剤化合物ではほとんど損失がない。酸化防止剤化合物であるナ
リンギンおよびナリンギン水和物は、他の酸化防止剤化合物よりも作用が小さかったので
、本願発明ではあまり好ましくない場合があり得ることに注意する。
【００９２】
　図４は、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）（３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，
２－プロパンジオール）を、本願発明による同じ酸化防止剤化合物と共に、５０℃の高温
で、図３に示す試験と同様に保存した際に生成した揮発性分解生成物の増加を示すグラフ
である。低沸点化合物は、より低沸点を有する（すなわち、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）
（３－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオール）よりも前にＧＣ
カラムから流出する）検出可能な化合物の全ての和として報告されることに注意する。図
４に示すように、酸化防止剤をＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）（３－［（２－エチルヘキシ
ル）オキシ］－１，２－プロパンジオール）に加えない場合、２週間および４週間後の両
方で、５０℃にて有意な量の分解生成物が観察される。反対に、本願発明による酸化防止
剤を使用する場合、有意により少ない量の分解生成物が見出される。本願発明による酸化
防止剤化合物を添加する場合、２つを除く全ての酸化防止剤化合物についてほとんど分解
生成物が形成されない。酸化防止剤化合物であるナリンギンおよびナリンギン水和物は、
他の酸化防止剤化合物よりも作用が小さかったので、本願発明ではあまり好ましくない場
合があり得ることに注意する。
【００９３】
（実施例３）
　さらなる一連の実施例は、本願明細書中で定義した一般式（Ｉ）の化合物（セイケム社
、テキサス州オースティン）により商品名ＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）で販売されている
）である３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオールに酸化防止剤活性
を提供する際の本願発明の有効性をさらに示す。本実施例では、セイケム社のＳＡＳＫＩ
ＮＥ８０（商標）を、本願発明の範囲内の１つのグリセロールアルキルエーテル（すなわ
ち、ナリンゲニン）の安定性試験の基礎として用いる。ＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）およ
び本願発明によるこの酸化防止剤化合物を含む予め決定したブレンド物を調製し、当該ブ
レンドは、７２５ｐｐｍのナリンゲニンを、９９．６％の純粋なＳＡＳＫＩＮＥ８０（商
標）（３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジオール）中に含む。ブレン
ドを、安定性試験の前に、ガスクロマトグラフィ（ＧＣ）で分析する。分析結果に従い、
ブレンドを、サンプリングの間に試験条件を妨げないように、大気圧および不活性ガス下
で個別のサンプルボトルに入れる。試験条件は、５０℃で２週間および４週間である。こ
のとき、調製サンプルを、ＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）（３－［（ｎ－オクチル）オキシ
］－１，２－プロパンジオール）アッセイ（化合物の損失）および揮発性の副生成物の形
成について、２週間の間隔でガスクロマトグラフィにより再分析した。これらの試験条件
は、室温においてほぼ１年の保存可能期間を想定すると考えられる。
【００９４】
　ＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）（３－［（ｎ－オクチル）オキシ］－１，２－プロパンジ
オール）および揮発性の分解生成物の両方を、実施例２について上記したように、ＧＣで
分析する。図５は、このブレンドの安定性試験の結果を示す。図５Ａは、ＳＡＳＫＩＮＥ
８０（商標）単独およびＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）のナリンゲニンとのブレンドについ
ての２週間および４週間にわたる５０℃でのＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）アッセイの減少
を示す。図５Ａに図示するように、酸化防止剤なしでは、ＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）ア
ッセイの減少は約０．４０％であるが、ナリンゲニンを用いた場合、ＳＡＳＫＩＮＥ８０
（商標）についてのアッセイ損失は少ないかもしくはない。図５Ｂは、ＳＡＳＫＩＮＥ８
０（商標）単独およびＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）のナリンゲニンとのブレンドについて
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、低沸点化合物の５０℃における経時的増加を示す。図５Ｂに図示するように、酸化防止
剤を用いない場合、２週間および４週間後の両方において低沸点化合物の形成の顕著な増
加が観察されるが、酸化防止剤が存在する場合、５０℃において同じ期間にわたって、低
沸点化合物の増加は少ないかもしくはない。
【００９５】
（実施例４）
　図１および２に示すように、実施例１の試験では、０時間でも、測定可能なゼロではな
い量の過酸化物およびホルムアルデヒドの両方がＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）中に存在す
る。実施例１において、酸化防止剤は、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）の製造に続いて添加
したが、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）の製造後すぐに酸化防止剤を添加することにより少
量の過酸化物およびホルムアルデヒドの形成を避けることができたのか否かという疑問が
生じた。従って、本実施例４については、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）のサンプルを、製
造後すぐに酸化防止剤ナリンゲニンと組み合わせ、その時（０時間）および３ヶ月後に試
験した。結果を図６に示す。図６Ａに示すように、酸化防止剤を製造後直ちに添加する場
合、過酸化物の形成は、室温で保存する場合、０時間および３ヶ月の両方において阻害さ
れる。図６Ｂに示すように、図２の０時間に示したのと同様に、同量のホルムアルデヒド
が０時間で存在する。しかしながら、図６Ｂに示すように、室温で３ヶ月の時間において
は、本実施例４ではホルムアルデヒド含有量は増加していない一方、図２に示す例では、
ナリンゲニンをＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）の製造に続いて添加した場合、ＳＡＳＫＩＮ
Ｅ５０（商標）およびナリンゲニンの同様の混合物ではホルムアルデヒドが増加した。従
って、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）の製造時に酸化防止剤を添加することは著しく有益で
あることが示される。
【００９６】
（実施例５）
　発明の背景で議論したように、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）およびＳＡＳＫＩＮＥ８０
（商標）などのグリセリルエーテル化合物の目的は、特に化粧料および医薬製剤における
保存料および抗菌剤である。ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）およびＳＡＳＫＩＮＥ８０（商
標）を試験するため、ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）単独、ナリンゲニン含有ＳＡＳＫＩＮ
Ｅ５０（商標）、ＳＡＳＫＩＮＥ８０（商標）単独、およびナリンゲニン含有ＳＡＳＫＩ
ＮＥ８０（商標）、ならびに、比較のため、ＳＥＮＳＩＶＡ（登録商標）ＳＣ　５０（３
－［（２－エチルヘキシル）オキシ］－１，２－プロパンジオールおよび合成α－トコフ
ェロールを含み、シュルケ・アンド・マイヤー　ベネルクス　Ｂ．Ｖ．社（Ｓｃｈｕｅｌ
ｋｅ　＆　Ｍａｙｒ　Ｂｅｎｅｌｕｘ　Ｂ．Ｖ．）、オランダ国、ＨＡハールレム２０３
２）から市販されている）について、最小阻害濃度を定義する。最小阻害濃度（ＭＩＣ）
の決定は、以下に記載の標準的な手順に従って行う。
【００９７】
　ＭＩＣ研究の目的は、微生物株の増殖をインビトロで阻害することを可能にするであろ
う試験物品の最小濃度を見出すことである。ＭＩＣは、製品の静菌または静真菌効果を特
徴付ける。
【００９８】
　ＭＩＣ試験において、製品を、顧客により特定される、試験する予定の最大濃度から出
発して少なくとも５倍希釈の範囲にわたって、理由２の等比数列に従って希釈する。希釈
範囲の各管において、２倍濃縮培地に、試験する予定の菌株を含ませる。試験する菌株の
密度は、細菌については１０６ＣＦＵ／ＭＬ付近であり、酵母については１０５ＣＦＵ／
ＭＬであり、カビについては１０４ＣＦＵ／ＭＬである。培地は、細菌についてはミュー
ラー・ヒントン（Ｍｕｅｌｌｅｒ　Ｈｉｎｔｏｎ）培地であり、酵母およびカビについて
はサブロー（Ｓａｂｏｕｒａｕｄ）培地である。接種した管のインキュベーションは、細
菌については３２．５℃±２．５℃で１８～２４時間、酵母およびカビについては３０℃
±２．５℃で４８時間である。微生物の培養に関する濁りを示す管が認められる。次いで
、濁りのない管を、残存する微生物を数えるために移動させる。播種したプレートを、細
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菌および酵母およびカビのそれぞれについて既述した条件で３～５日間インキュベートす
る。プレート上のコロニー数を、製品１グラムもしくは１ＭＬ当たりのＣＦＵ数（コロニ
ー形成単位）を算出するのに用いる。ＭＩＣは、微生物の濁りを示さない第一の管の濃度
に対応する。ＣＭＢは、細菌について９９．９９％の減少（４Ｌｏｇの減少）が得られ、
かつ、酵母およびカビについて９９．９０％の減少（３Ｌｏｇの減少）が得られる第一の
管の濃度に対応する。
【００９９】
　結果を図７の表に示す。図７に示すように、無添加の材料およびＳｅｎｓｉｖａ（登録
商標）の両方と比較して、エチルヘキシルグリセリルエーテル（ＳＡＳＫＩＮＥ５０（商
標））に安定剤を添加することが微生物培養を抑制するのにより効果的である場合がいく
つかある。図７に示すように、ｎ－オクチルグリセリルエーテル（ＳＡＳＫＩＮＥ８０（
商標））は、一層良い性能を示す。
【０１００】
（実施例６）
　本明細書中に示すように、本発明の組成物は、化粧料および医薬組成物に使用すること
が意図される。このような生成物の１つの重要な基準は、化粧料および医薬組成物を使用
している人の皮膚に組成物を塗布した場合に、皮膚への刺激がないことである。本願発明
の組成物を試験するため、非動物試験を行うが、これは、ＳｋｉｎＥｔｈｉｃモデルであ
るＯＥＣＤ４３９として公知のヒト再構築表皮における組成物のインビトロでの皮膚刺激
の研究である。この研究の目的は、インビトロでのヒト再構築表皮上でのインターロイキ
ン１－α（ＩＬ１－α）濃度の測定と組み合わせた細胞傷害性試験により、製品が皮膚刺
激を起こす能力を評価することである。純粋な生成物を表皮に４２分塗布し、処理後に４
２時間インキュベートした後、細胞生存率を、ミトコンドリアの生細胞中でのコハク酸デ
ヒドロゲナーゼ活性を測定することにより定義する。この酵素は、ＭＴＴ（３（４，５－
ジメチルチアゾール－２イル）－２，５－ジフェニルテトラゾリウムブロミド）を、ホル
マザンの青色結晶に転化する。分光光度計を用いて、結晶を溶解させた後の結果物を読み
取る。測定された吸光度は、生存細胞の数に比例する。さらに、細胞生存率が５０％を超
える場合、炎症（ＩＬ１－α）仲介物質の放出を比色計により測定する。この検定を、Ｅ
ＣＶＡＭにより２００７年４月２７日に、およびＯＥＣＤ４３９により提案されたプロト
コルに従って行う。細胞毒性：吸光度を、５４０ｎｍで３回測定する。結果を、ネガティ
ブコントロールに対する生存率として表す：
％生存率＝サンプルの吸光度×１００／ネガティブコントロールの吸光度
【０１０１】
　ＩＬ１－α滴定：培地中のＩＬ１－α濃度を、滴定キットの説明書を用いて評価し、ｐ
ｇ／ｍｌで表す。
【０１０２】
　以下の場合、試験製品は、皮膚刺激性と考えられる：
・４２分の処理および４２時間のインキュベーション後の生存率が５０％未満の場合、
・４２分の処理および４２時間のインキュベーション後の生存率が５０％超であって、か
つ、ＩＬ１－αの濃度が５０ｐｇ／ｍｌ超である場合。
【０１０３】
　以下の場合、試験製品は、皮膚刺激性ではないと考えられる：
・４２分の処理および４２時間のインキュベーション後の生存率が５０％超であって、か
つ、放出されたＩＬ１－αの濃度が５０ｐｇ／ｍｌ以下である場合。
【０１０４】
　皮膚刺激試験の結果を、図８に示す。図８に示すように、皮膚刺激試験は、本願発明に
従ってナリンゲニンをＳＡＳＫＩＮＥ５０（商標）に添加することにより、本試験におけ
る分類が、カテゴリー１もしくは２の刺激物から非刺激物の分類へと変えられることを示
す。これは、本願発明が、本明細書中に記載のように用いられかつ本プロトコルに従って
試験された場合に予期せぬ効果を提供することを示す重要なファクターである。
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【０１０５】
　ナリンゲニンが柑橘系供給源（例えば、オレンジおよびグレープフルーツの皮）から単
離されるという事実から得られる本願発明の利点は、その起源をたどることを容易にする
。本願発明の実施態様による組成物は、１つ以上の以下の利益を提供し得る：毒性学的に
許容される；局所的に塗布された場合、皮膚が容易に耐性になる；安定である；大部分は
、および好ましくは完全に無臭である；安価に調製される；配合が容易であり、かつ最終
製品に無害である。
【０１０６】
　１つの実施態様では、本願発明は、１つ以上のグリセロールモノアルキルエーテル（一
般式（Ｉ）の化合物）および１つ以上の一般式（ＩＩ）の化合物を含む組成物を提供し、
これらは実用条件下（例えば、室温で保存したとき）で長期にわたって保存に安定である
。１つの実施態様では、組成物は、６０ヶ月まで保存に安定であり、別の実施態様では、
１２～３６ヶ月の範囲の期間にわたって保存に安定である。本願発明による組成物は、分
解から保護されるべきであり、特に、組成物が化粧品および／もしくは医薬産業において
標準的な試験手段に従って試験される場合、高い過酸化物数の進行から保護されるべきで
ある。
【０１０７】
　まとめると、本発明は、１つ以上の以下の番号付けされた特徴を提供する。
【０１０８】
　特徴１．以下を含む、組成物：
　ａ．一般式（Ｉ）のグリセロールアルキルエーテル：
【０１０９】
【化１２】

［一般式（Ｉ）において、Ｒは、Ｃ３－Ｃ１８アルキルもしくはアルケニル基であり、当
該アルキルもしくはアルケニル基は、分岐もしくは非分岐であり、非置換であるか、また
は１つ以上のヒドロキシル、１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基、もしくは１つ以上のヒ
ドロキシルおよび１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基の両方で置換され、かつ、当該Ｃ３

－Ｃ１８アルキル基は、分岐もしくは非分岐であっても、非置換であってももしくは置換
されていても、４個までの酸素原子で任意に中断され、または、Ｒは、非置換の、または
１つ以上のヒドロキシル、１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基もしくは１つ以上のヒドロ
キシルおよび１つ以上のＣ１－Ｃ４アルコキシ基の両方で置換されたＣ６－Ｃ１０芳香族
炭化水素である；および
　ｂ．一般式（ＩＩ）から選択される、１つ以上の化合物：
【０１１０】

【化１３】

［一般式（ＩＩ）において、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれは、水素、ヒドロキシル、アルキル
ヒドロキシル、アルコキシ、アルキルエーテル、アルキルエステルおよびグリコシドから



(26) JP 6896864 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

独立して選択され、当該アルキル、当該アルコキシおよび当該アルキルエステルのアルキ
ル部分は、１～４個の炭素原子を含み、分岐もしくは非分岐であり、かつ、当該アルキル
エステルのエステルは、１～５個の炭素原子を含み、分岐もしくは非分岐である］。
【０１１１】
　特徴２．一般式（Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基で
ある、特徴１に記載の組成物。
【０１１２】
　特徴３．一般式（Ｉ）において、Ｒが、２－エチルヘキシルである、特徴１に記載の組
成物。
【０１１３】
　特徴４．一般式（Ｉ）において、Ｒが、ｎ－オクチルである、特徴１に記載の組成物。
【０１１４】
　特徴５．一般式（Ｉ）において、Ｒが、２－オクチルである、特徴１に記載の組成物。
【０１１５】
　特徴６．一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物において、Ｒ１～Ｒ１０のそ
れぞれが、水素、ヒドロキシル、アルキルヒドロキシルおよびアルコキシから独立して選
択される、上記特徴１～５のいずれか１つ以上に記載の組成物。
【０１１６】
　特徴７．一般式（Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基で
あり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物において、Ｒ１～Ｒ１０の
それぞれが、水素、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４アルキルヒドロキシルおよびＣ１－Ｃ４ア
ルコキシから独立して選択される、上記特徴１～５のいずれか１つ以上に記載の組成物。
【０１１７】
　特徴８．一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物が、ヘスペレチン、ナリンゲ
ニン、タキシフォリン、エピカテキン、イソクラネチン、エリオジクチオール、アロマデ
ンドリン、アロマデドリン、アカセチン、イソクテラレイン、ルテオリン、ケンフェロー
ル、ケルセチン、アピゲニン、ジオスメチン、クリソエリオール、クリシンおよびガラン
ギンのうちの１つもしくは２つ以上の組み合わせである、上記特徴１～７のいずれか１つ
以上に記載の組成物。
【０１１８】
　特徴９．Ｒが、２－エチルヘキシルであるか、もしくは、Ｒが、ｎ－オクチルであるか
、もしくは、Ｒが、２－オクチルであるかのいずれかであり、かつ、一般式（ＩＩ）から
選択される１つ以上の化合物が、ヘスペレチン、ナリンゲニン、タキシフォリン、エピカ
テキン、イソクラネチン、エリオジクチオール、アロマデンドリン、アロマデドリン、ア
カセチン、イソクテラレイン、ルテオリン、ケンフェロール、ケルセチン、アピゲニン、
ジオスメチン、クリソエリオール、クリシンおよびガランギンのうちの１つもしくは２つ
以上の組み合わせである、特徴１に記載の組成物。
【０１１９】
　特徴１０．一般式（Ｉ）において、Ｒが、分岐もしくは非分岐Ｃ４－Ｃ１２アルキル基
であり、かつ、一般式（ＩＩ）から選択される１つ以上の化合物において、Ｒ１、Ｒ３、
Ｒ６、Ｒ７およびＲ１０が、Ｈであり、Ｒ２およびＲ４が、ＯＨであり、Ｒ５およびＲ９

が、ＨもしくはＯＨであり、かつ、Ｒ８が、ＯＨもしくはＣ１－Ｃ４アルコキシである、
特徴１に記載の組成物。
【０１２０】
　特徴１１．一般式（ＩＩ）の化合物が、フラバノン、フラバノール、フラボン、ポリメ
トキシレート化フラバノン、ポリメトキシレート化フラバノール、ポリメトキシレート化
フラボン、フラバノンのグリコシド、フラバノールのグリコシド、フラボンのグリコシド
、もしくは上記の任意の２つ以上の混合物を含む、上記特徴１～１０のいずれか１つ以上
に記載の組成物。
【０１２１】
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　特徴１２．一般式（ＩＩ）の化合物が、一般式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）もしくは（ＩＩ
ｃ）を有する化合物を１つもしくは２つ以上の混合物として含む、上記特徴１～１０のい
ずれか１つ以上に記載の組成物：
【０１２２】
【化１４】

［一般式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）および（ＩＩｃ）において、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれは
、一般式（ＩＩ）の化合物について上記で定義したとおりである］。
【０１２３】
　特徴１３．組成物が、一般式（Ｉ）の化合物の含有量に基づいて、約５０ｐｐｍ～約５
００００ｐｐｍの一般式（ＩＩ）の化合物を含む、上記特徴１～１２のいずれか１つ以上
に記載の組成物。
【０１２４】
　特徴１４．組成物が、組成物の総重量に基づいて０．００５重量％～５重量％の一般式
（ＩＩ）の化合物を含む濃縮物である、上記特徴１～１３のいずれか１つ以上に記載の組
成物。
【０１２５】
　特徴１５．一般式（ＩＩ）の化合物が添加される前に、一般式（Ｉ）の化合物が、少な
くとも９５％の純度で組成物に提供される、上記特徴１～１４のいずれか１つ以上に記載
の組成物。
【０１２６】
　特徴１６．上記特徴１～１５のいずれかのいずれかに記載の組成物を含む化粧料もしく
は医薬組成物。
【０１２７】
　特徴１７．化粧料もしくは医薬組成物が、一般式（Ｉ）の化合物の含有量に基づいて、
約０．０５重量％～約０．５重量％の一般式（Ｉ）の化合物、および約５０ｐｐｍ～約５
００００ｐｐｍの一般式（ＩＩ）の化合物を含む、上記特徴１～１５のいずれかのいずれ
かに記載の組成物を含む化粧料もしくは医薬組成物。
【０１２８】
　特徴１８．
　（ａ）６０重量％以下の一般式（Ｉ）の化合物；および
　（ｂ）約０．０５重量％～約０．５重量％の一般式（ＩＩ）の化合物
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【０１２９】
　特徴１９．水、エタノール、プロピレングリコールから選択される１つ以上の添加剤を
さらに含む、前記請求項のいずれか１項に記載の組成物。
【０１３０】
　本明細書に記載のプロセス工程および組成物は、上記に開示された化合物を含む化粧料
もしくは医薬処方物を処方するための完全なシステムもしくはプロセスフロー（例えば、
実務で用いられるであろうような）を形成しなくてもよいことを理解すべきである。本発
明は、当該技術分野で現在用いられている合成有機物、処方物および配合技術および装置
と組み合わせて実施することができ、限られた量の通常実用される材料、装置およびプロ
セス工程のみが、本願発明を理解するのに必要であるとして含まれる。
【０１３１】
　本発明の原理を、ある特定の実施態様に関連して説明し、かつ、図示の目的で提供して
きたが、それらの種々の改変が、本明細書を読めば当業者に明らかになるであろうことを
理解すべきである。従って、本明細書に開示された本発明は、そのような改変を添付の特
許請求の範囲内にあるとして包含することが意図されることを理解すべきである。本発明
の範囲は、特許請求の範囲の範囲によってのみ限定される。
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